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令和５年度 令和６年度
９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

放送コンテンツの
適正な製作取引
の推進に関する
検証・検討会議
（WG合同会議）

R5年度
遵守状況調査

R5年度
実態調査

（旧フォローアップ調査）

今後の検討スケジュール

第1回
・事務局説明
・意見交換

「令和5年度実態調査」
実施

製作会社
ヒアリング

放送事業者
へのヒアリング

集計・分析

第3回
・事務局説明
・関係団体か
らのプレゼンテー
ション②
・意見交換

第2回
・事務局説明
・関係団体か
らのプレゼンテー
ション①
・意見交換
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令和５年度放送コンテンツ製作取引実態調査の設問見直しの方向性等（案）

・実施時期 ：令和６年１月上旬～２月上旬（令和６年４月以降結果公表予定）
・調査方法 ：調査対象社に郵送等で通知、Webサイトにて回答
・調査対象社 ：放送事業者５５０社程度、番組製作会社１，３００社程度

（放送事業者は各団体加盟社、番組製作会社は各団体加盟社に加え非加盟社へも幅広く送付）
・調査対象取引 ：「令和５年１月１日～令和５年１２月３１日」の製作取引

１．調査概要

２．昨年度の調査項目からの見直しの方向性

(1) 毎年度の業界全体の改善状況を定量的に把握していく観点で、不要不急な設問の変更は行わないことを
基本的な考え方とする。

(2) 調査名称について、類似調査との混同を避ける観点から「放送コンテンツ製作取引実態調査」に改称する。

(3) 本年度については、以下の部分について設問を見直す。

① 働き方改革等に関する設問の追加

ハラスメント相談窓口の設置状況・取引相手方への周知状況等に関する設問を追加。

② 設問数の削減

・設問の統合・整理（放送事業者向け５７問→４５問、番組制作会社向け７０問→５９問）
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